
１．調査の概要

１）調査の方針

美馬町内には願勝寺をはじめとして安楽寺など寺

町を中心に多くの寺院があり，また願勝寺境内にあ

る美馬市立郷土博物館にも『郡里町史』（郡里町史

編集委員会1957）や『美馬町史』（美馬町1989）の

編纂過程で蒐集された資料の一部が保管されてい

る。さらに，かつて徳島県立図書館が編集した『徳

島県史料所在目録　第五集（美馬郡）』（1975）には

個人蔵の文書目録も掲載されているが，今年度の調

査は，日数や人的な都合で願勝寺及び博物館蔵の史

料に限定して総目録の作成を意図した。今回の調査

に際して津田篁史住職ならびに逢坂俊男文化財保護

審議委員の御配慮をいただいたことを記して御礼に

かえたい。なお，前出の『郡里町史』には願勝寺文

書の一部が目録化され，その一部が翻刻されている。

（石尾和仁）

２）願勝寺について

美馬町願勝寺に所在する宝壺山真城院と号する願

勝寺は真言宗御室派で，南北朝期の作庭と伝えられ

る庭園は四国最古の池泉式枯山水庭園として有名で

あり，県の指定名勝である。竜門瀑をモチーフにし

た枯滝と枯池は天竜寺と同一の手法であり，京都と

の交流を示すものと考えられている（『美馬町史』・

『徳島県の文化財』徳島県教育委員会他2007）。寺蔵

の「願勝寺歴代系譜」はすでに『郡里町史』で翻刻

されているが，これによると鎌倉時代の14代行智上

人の時代に「国守小笠原長房ノ祈願師トナツテ田畠

千町ノ寄附」があり，「寺門ノ繁栄」は目を見張る

ものがあったと記している。すなわち守護小笠原長

房の帰依を受けているとされる。また，15代行念上

人の時代には「弘安四年蒙古襲来ノ時ハ勅命ヲ奉テ

夷狄退治ノ祈祷ヲナス」ともある。

さらに，天正年間には「土州長曽我部元親ノ兵火

ニ罹リ一端無住同断ノ地」となったものの，天正13

年（1585）の蜂須賀家政入部に際して26代快全上人

が「古来ノ由緒」を上申し，境内方八町が御免地に

なったといわれている。なお，『阿波志』には「源

長房二十貫を捨つ，慶長十二年命じて郡中諸寺を管

す，元和八年二十石を賜ふ，真言を修む」と記され

ている。 （石尾和仁）
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要旨：願勝寺及び願勝寺の境内にある美馬市立郷土博物館が所蔵する古文書類の整理と目録の作成を行った。その結

果，願勝寺所蔵文書として540点の古文書を確認した。３箱整理を行ったが，願勝寺の経営に関する古文書，仏教関

係の書籍，郡里村・郡里山の庄屋文書がそれぞれ保管されていた。また，美馬市立郷土博物館収蔵庫に所蔵されてい

た史料群は151点を確認した。これらは近世の郡里村・郡里山の庄屋文書，近代の郡里村（町）の役場文書，及び近

代の仲家の文書が主体となっている。
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２．願勝寺文書及び美馬市立郷土博物館所蔵

文書の概要

願勝寺の調査では庫裏に保管されていた古文書３

箱を借りだして整理し，540点の古文書を確認した。

この３箱のうち，ひとつは願勝寺の経営に関する古

文書が，ひとつは仏教関係の書籍が中心となってい

る。もうひとつは，何らかの理由で願勝寺が保管す

ることになった郡里村・郡里山の庄屋文書が中心と

なっている。なお，この目録中の何点かの古文書は

『郡里町史』に翻刻掲載されているので参照してい

ただきたい。

また，美馬郷土博物館収蔵庫に所蔵されていた史

料の整理を行い151点を確認した。これらは近世の

郡里村・郡里山の庄屋文書，近代の郡里村（町）の

役場文書，及び近代の仲家の文書が主体となってい

る。 （徳野　隆）

３．「郡里町史績顕揚會」について

―段の塚穴の保存と顕彰―

はじめに

阿波学会旧美馬町調査のなかで「昭和拾八年以降

史蹟段ノ塚穴顕揚書類」と題された簿冊に出会うこ

とができた（郷土資料館所蔵史料）。この簿冊は戦

中期における段の塚穴の保存と顕彰に関わる地元の

対応を今に伝える貴重な史料である。

１）段の塚穴顕彰の契機

昭和６（1931）年９月の満州事変勃発以降，軍部

の台頭が著しいなか国家主義的風潮が強まっていく

ことになる。翌年の五・一五事件で犬飼毅首相が倒

れ政党政治に終止符が打たれると歯止めなく十五年

戦争に国民も巻き込まれてしまうことになった。

戦局が深まっていった昭和18（1943）年の２月19

日付で文部省から次のような通知が出された。

発教一七號

徳島縣美馬郡郡里町

史蹟名勝天然紀念物保存法第五條第一項ニ依リ

左記ノ管理者ニ指定ス

昭和十八年二月十九日

文部大臣　　橋田　邦彦　印

記

一，史蹟　　段ノ塚穴

この通知が出される前後の時期，地元郡里町では

段の塚穴をどのように保存し顕彰していくのかとい

うことが大きな関心事となっていた。地元では「郡

里町史績顕揚會」を設立し段の塚穴の顕彰を行って

いくが，その趣意書には次のように記されている。

郡里町史績顕揚會趣意書

徳島縣ガ持ツ只一ツノ文部省認定史績「段ノ塚穴」

ニ在リテハ其ノ道ノ大家笠井新也先生ノ講評ノ通

リ全国的ニ其例ヲ見ザルノ特長ヲ有スル壮麗ニシ

テ且，大ナルモノニシテソノ構想ヨリシテ一千数

百年前奈良平安時代ノモノナルコト確実ナリ然ラ

バ郡里町ニ於テハ既ニ此ノ時代ニ一大文化ノ地ニ

シテ阿波北方ニ於ケル中心地トシテノ大支配者ノ

在リタルヲ失ハズ此ノ文化コソ吾我等ノ郷土ヲ誇

ル唯一ノモノニシテ此ノ地ニ生ヲ亨ケタルモノ皆

コノ古ヲ祖先ノ血ヲ亨ケタルモノタルコトノ事実

ヲ見レバ以テ念ヲ皷舞激励スルニ充分ナリト信

ズ，古キ歴史ヲ有スル郷土と歴史ニコソ日本精神

ノ生マレル源泉ニシテ之ニ對シテ感激シ報恩ノ誠

ヲ奉シ祖先ノ冥福ヲ祈リ将来ノ人士ヲ感奮興起セ

シメザルベカラズ

時局重大ニシテ世界ノ和平ヲ日本精神ニ依リ樹立

セントスル秋ニ於テ之レガ事実ノ上ニ示セル此ノ

史実顕揚コソ必緊ノ要務ナリ尚郡里ハ其ノ名ノ示

ス如ク古キ史蹟ノ多々アルヲ以テ之レガ研究ヲ続

ケ以テ此ノ顕揚ニ当ラントスルモノナリ

大業翼賛国基ヲ鞏クシ日本精神ヲ高揚スル此ノ誉

ニ対シテ冀クハ天下ノ同志ノ賛同ヲ賜ハランコト

ヲ

この趣意書で特に注目されるのが，「古キ歴史ヲ

有スル郷土と歴史ニコソ日本精神ノ生マレル源泉ニ

シテ之ニ對シテ感激シ報恩ノ誠ヲ奉シ」とあるよう

に，郷土の史蹟を顕彰することによって地域社会の

アイデンティティーの形成及び国威発揚につなげた

いとの思いを読み取れることである。
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２）郡里町史績顕揚會

昭和戦前期には文化財保護の根幹となる諸制度が

整備されていく。昭和３（1928）年の「国宝保存法」，

昭和８（1933）年に「重要美術品等ノ保存ニ関スル

法律」がそれぞれ制定されている。これは「吉備大

臣入唐絵詞」のボストン美術館流出を契機に文化財

の輸出制限を意図したものだが，その前提には明治

30（1897）年に公布された「古社寺保存法」が象徴

するように，日清戦争と対露外交の硬直化のなかで

民族的意識の高揚をともなったものであったことも

理解しておく必要がある。そして，大正８（1919）

年の「史跡名勝天然記念物保存法」にいたっては国

家的性格が色濃く反映されることになるのである。

一方，郷土教育の現場でも先述の文部省通知が出

された昭和18年は国家的性格が一段と強まっていく

ことになる。同年に出された「師範学校教科教授及

修練指導要目」に次の項目が掲げられている。

一郷土ノ国家的意義ヲ明ニシ郷土ニ対スル認識ヲ

深メテ愛国愛郷ノ念ヲ養フト共ニ其ノ研ノ

方法ヲ会得セシメ教育実践ノ根柢ニ培フベシ

そして，郷土を学ぶ目的として「我ガ国土国勢ヲ

詳ニシ国民的自覚ヲ深カラシムベシ」とも記し，国

家的性格を全面に打ち出していく。こうした社会風

潮の中で「郡里町史績顕揚會」も段の塚穴の顕彰に

動くことになったのである。

その「郡里町史績顕揚會」では会則も定めている。

郡里町史績顕揚會

第一條　本会ハ郡里町史績顕揚會ト称ス

第二條　本会ハ事務所ヲ郡里国民学校ニ置ク

第三條　本会ハ郡里町ノ史績ヲ顕揚スルヲ以テ

目的トス

第四條　本会ノ事業左ノ如シ

一．段ノ塚穴ヲ完備ス

イ．段ノ塚穴附近ノ土地ヲ得ルコト

ロ．仝所ニ至ル道路ヲ作ルコト

ハ．鳥居及入口ノ柵ヲ設ルコト

ニ．休憩所ヲ作ルコト

ホ．宣傳施設ヲナスコト（休ミ場，説

明書等）

へ．祭典ヲ行フコト

ト．観覧規定ヲ作ルコト

二．郡里町ノ史績ヲ研究ス

三．郡里町史績ノ維持資金ヲ造成ス

第五條　本会ハ前條ノ目的ヲ達成スルタメ資金

ヲ作ルコト

第六條　本会ニ左ノ役員及職員ヲ置ク

一．総　裁

一．会　長

一．副会長

一．顧　問　若干名

一．評議員　　〃

一．賛助員　　〃

一．理事長　一　名

一．理　事 （内一名理事長）若干名

一．委　員　若干名

第七條　総裁会長副会長ハ発起人ニ於テ推戴シ

顧問ハ会長之ヲ推薦シソノ他役員ハ会

長之ヲ嘱託ス

第八條　役員ノ職務権限ハ左ノ如ク定ム

総裁ハ会務ヲ総覧ス

会長ハ会務ヲ統括シ本会ヲ代表ス

副会長ハ会長ヲ補佐シ会長事故アルト

キソノ職務ヲ代理ス

顧問ハ会長ノ諮問ニ応ジ本会ノ事業ヲ

助ク

評議員ハ本会重要ノ会務ヲ決議ス

賛助員ハ本会ノ事業ニ翼賛ス

理事長ハ会長ノ命ヲ受ケ会務ヲ處理ス

理事ハ会長ノ命ヲ受ケ会務ヲ分掌ス

委員ハ義金ノ募集ヲ掌リ又ハ事業執行

ヲ幇助ス

第九條　本会ニ於テ行フ業務ハ之ヲ庶務計畫工

務会計研究ノ五部トシ各係長ヲ置業務

ノ進行ニ任ズ

第十條　各係員ニ於テ擔任スル事務左ノ如シ

庶務係　１．各係事業ノ連絡統制ニ関

スル事業

２．資金ノ調達ニ関スル事

項
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３．建設敷地ノ決定並所管

ニ関スル事項

４．建設ニ関スル諸手続

５．祭典其他ノ事項

６．其他，他係ニ属セザル

モノ

計畫係　１．塚穴附近ノ設計并其ノ

工事執行ニ関スル事項

２．塚穴附属ノ工事執行ニ

関スル事項

３．其他ノ土工及建物ニ関

スル事項

工務係　１．設計ニ対スル工事執行

ニ関スル事項

２．其ノ他ノ工作一切ノ事

項

会計係　１．金銭及物品出納及ソノ

保管ニ関スル事項

２．経費ノ豫算決算事項

３．其他会計事項一切

研究係　１．町内史績ノ指定地ヲ定

ムルコト

２．指定地ニ関スル研究方

法決定之ニヨル研究

３．研究発表会ヲ開クコト

第十一条　各係ノ業務執行ニ関スル計畫又ハ細

則ハ庶務係ト連絡シテ之ヲ定会長ノ

承認ヲ受クルコト

史料紹介もかねて長々と引用したが，事業の内容

や組織などが明文化されていることがわかる。さら

に地元では町役場が中心となって，地籍調書の作成

を行い，その上で「拙者所有土地史蹟段ノ塚穴指定

地トシテ編入ニ異議無之候也」とする「承諾書」に，

地権者らに署名をさせて，公有地化を図っているの

である。

当時，徳島県では昭和15（1940）年に「皇紀二千

六百年記念として土御門上皇を祭神とする阿波神社

の造営が始まり（竣工は昭和18年），徳島県・徳島

市・徳島県教化連盟の主催で２月11日の紀元節の日

にも西の丸運動場で「皇紀二千六百年」の記念式典

が挙行されている。また，大政翼賛会徳島支部も結

成され，翌16年には郡市支部・町村支部も結成され

るなど，戦争遂行への道筋が次第に明確になってい

った。そして，昭和17年には「皇道文化の宣揚に挺

身するを以て目的」に徳島文学協会が結成されるな

ど，文化人も戦争遂行のために組織化されることに

もなった（三好・松本・佐藤1992）。このような時

代背景のもとで，段の塚穴をめぐる地元の動きとし

て，郷土の史蹟を顕彰することによって地域社会の

アイデンティティーの形成をはかるとともに国威発

揚に結びつけようとする意識が働いた側面もあった

ものと考えらる。

４．おわりに

このように，「郡里町史績顕揚會趣意書」は，戦

前・戦中における文化財保護の方向性の一端を読み

取ることのできる史料であり，当時の社会思潮を探

る上で貴重な歴史資料と評価できよう。

（石尾和仁）

文献
三好昭一郎・松本　博・佐藤正志1992『徳島県の百年』山川出
版社．
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表１－１　願勝寺文書目録（1）
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表１－２　願勝寺文書目録（2）
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表１－３　願勝寺文書目録（3）
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表１－４　願勝寺文書目録（4）
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表１－５　願勝寺文書目録（5）
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表１－６　願勝寺文書目録（6）
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表１－７　願勝寺文書目録（7）
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表１－８　願勝寺文書目録（8）
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表１－９　願勝寺文書目録（9）
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表１－10 願勝寺文書目録（10）
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表２－１　美馬郷土博物館目録一覧（1）

表１－11 願勝寺文書目録（11）
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表２－２　美馬郷土博物館目録一覧（2）
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表２－３　美馬郷土博物館目録一覧（3）
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表２－４　美馬郷土博物館目録一覧（4）


